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第７回 荒瀬ダム撤去フォローアップ専門委員会

１

議題１
第6回の審議内容
のまとめ

２

kumamoto
スタンプ



詳細は�説明資料３頁

№ 項 目 現在の対応状況等

1 ダム下流への⼟砂
移動

２次元河床変動解析結果について整理・検討した。
⇒「平面２次元河床変動解析」にて後述する

2 出水時調査結果の
まとめ方

代表粒径６０％の時系列変化について整理した。
⇒「出水時調査結果のまとめ方」にて後述する

3 濁度関係のまとめ方
濁度とSSの相関式、流量と濁度(SS流下量)について
整理した。
⇒「流量と濁り(濁度、ＳＳ)の相関性」にて説明

４ 藍藻類の調査
下代瀬採餌場産卵場環境調査結果について整理した。
⇒「基盤環境 (１４)下代瀬採餌場産卵場環境調査
にて説明

３

詳細は�説明資料４頁<< 平面平面平面平面2次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル>>

� 目的：撤去後河川形状の予測、段階撤去による短期的な河川形状の予測

� 予測シミュレーション：平面2次元河床変動解析
ダム撤去方針及び撤去計画⽴案において、ダム周辺の河床変動予測や評価に⽤いた平面2次元河床変動
解析モデル（治水検討モデル18.2k〜21.6k）を⽤い、各段階に応じたダム周辺の河床変動予測を⾏う
ことで、今後の出水後を対象とした河川形状モニタリング結果の分析・評価を⾏う上での参考とする

４



詳細は�説明資料５～６頁

撤去⼿順の⾒直し⼿順を反映 流量条件を2ケース設定

� 撤去後河川形状の予測

・段階撤去条件 ・流況条件

５

<< 平面平面平面平面2次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル>>

詳細は�説明資料８頁

� 撤去後河川形状の予測
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H26出水後予測 H27出水後予測



詳細は�説明資料９～１０頁

� 段階撤去による短期的な河川形状の予測

流量条件を3ケース設定
（H24.6洪水ベース）
・1,500m3/s規模
・3,000m3/s規模
・5,000m3/s規模

作成したモデルによりＨ２６出水の影響を予測

７

<< 平面平面平面平面2次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル次元河床変動解析モデル>>
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詳細は�説明資料６１～６２頁出水時調査結果のまとめ方
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今後、従来の調査結果に加え６０％粒径の時系列変化を
整理する。

出水時の粒径変化を時系列的に捉えるため、調査結果に代表粒径Ｄ６０
の時系列変化グラフを追加
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８



y = 1.1435x

R² = 0.9529

1

10

100

1000

1 10 100 1000

S
S
（m

g/
l）

濁度（FTU）

H22年

H23年

H24年

H25年定期調査

H25年6月出水時調査

H25年10月出水時調査

線形 (近似曲線用)

濁度とＳＳの回帰式①濁度とＳＳの回帰式①濁度とＳＳの回帰式①濁度とＳＳの回帰式①（平水時、出水時）

詳細は�説明資料１１頁流量と濁り（濁度、SS）の相関性
流量と濁り（濁度、SS)の相関性について

９

水質調査において、SSを測定している定期調査と出水時調査のデータを基に回帰式を作成。
今後もデータを積み重ね、精度を上げていく。
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水質調査において、SSを測定している定期調査と出水時調査のデータを基に回帰式を作成。
今後もデータを積み重ね、精度を上げていく。
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流量との関係
をグラフ化

詳細は�説明資料１１頁



議題２
撤去工事等について

１１

【ダム本体撤去工事について】
・現況の報告（第６回委員会〜現在）

・今後の予定
【撤去関連工事について】
・現況の報告（第6回委員会〜現在）

１２



ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

工事進捗（第6回委員会〜現在）

右岸
（県道）

左岸
（国道）

①管理橋撤去（3径間）

NO.4NO.5

②洪水吐ゲート撤去（第1〜5）

③右岸門柱下部撤去（第7,8）

：H25年度（現在〜３⽉）
：H26年度（４⽉〜５⽉）

NO.3 NO.2 NO.1P8 P7

１３

現況報告現況報告現況報告現況報告

第6回委員会時の撤去状況

H25.11.22H25.11.22H25.11.22H25.11.22

洪水吐ゲート（第６〜第７）の撤去
右岸門柱上部（P７〜９）撤去

水位低下装置の設置
（左岸側１門開削）

H25.11.14H25.11.14H25.11.14H25.11.14

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

１４

現況報告現況報告現況報告現況報告



第6回委員会以降の撤去状況

H25.11.22H25.11.22H25.11.22H25.11.22

①管理橋3径間の撤去

H25.12.5H25.12.5H25.12.5H25.12.5
H25.12.5H25.12.5H25.12.5H25.12.5

H25.12.4H25.12.4H25.12.4H25.12.4
H25.12.4H25.12.4H25.12.4H25.12.4

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

１５

現況報告現況報告現況報告現況報告

H25.2.5H25.2.5H25.2.5H25.2.5

第6回委員会以降の撤去状況

②洪水吐ゲート（第１〜第5）の撤去

H26.5.23H26.5.23H26.5.23H26.5.23H26.5.23H26.5.23H26.5.23H26.5.23

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

１６

現況報告現況報告現況報告現況報告

全ての洪水吐ゲートの撤去が完了



第6回委員会以降の撤去状況 ③倒壊発破（P7）

H26.1.31H26.1.31H26.1.31H26.1.31 １７

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について 現況報告現況報告現況報告現況報告

上流から
下流から

③倒壊発破（P8）

H26.2.7H26.2.7H26.2.7H26.2.7 １８

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について 現況報告現況報告現況報告現況報告

上流から
下流から

第6回委員会以降の撤去状況



③制御発破（P8）

H26.2.13H26.2.13H26.2.13H26.2.13 １９

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について 現況報告現況報告現況報告現況報告

第6回委員会以降の撤去状況

③発破後の状況

H26.3.3H26.3.3H26.3.3H26.3.3 ２０

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について 現況報告現況報告現況報告現況報告

第6回委員会以降の撤去状況



③破砕状況（P8）

H26.2.20H26.2.20H26.2.20H26.2.20 ２１

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について 現況報告現況報告現況報告現況報告

第6回委員会以降の撤去状況

③破砕殻の導水ﾄﾝﾈﾙ搬入

H26.2.28H26.2.28H26.2.28H26.2.28

H26.4.8H26.4.8H26.4.8H26.4.8 ２２

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について 現況報告現況報告現況報告現況報告

第6回委員会以降の撤去状況



環境対策（濁⽔処理・汚濁防⽌膜・防音壁）

濁水処理施設 汚濁防止膜

環境対策の実施状況

防音壁

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

２３

現況報告現況報告現況報告現況報告

【ダム本体撤去工事について】
・現況の報告（第６回委員会〜現在）

・今後の予定
【撤去関連工事について】
・現況の報告（第6回委員会〜現在）

２４



撤去⼿順の主な⾒直し計画案

撤去⼿順の⾒直し
ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

第６回委員会資料再掲

２５

今後今後今後今後の予定の予定の予定の予定

今後の予定（H26年度）
撤去⼯法の⾒直し【追加】

②門柱上部撤去（第1、5）

①右岸みお筋部撤去

:H26年度（4⽉〜5⽉）
:H26年度（現在〜）

NO.3 NO.2 NO.1

P5 P1

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

２６

今後今後今後今後の予定の予定の予定の予定

右岸
（県道）

左岸
（国道）



平成27年度撤去方法の検討
【発破工法の⾒直し（案）】

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

２７

今後今後今後今後の予定の予定の予定の予定

第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

当初計画

出⽔期

管理橋5径間を撤去する

２８



第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

門柱は鉄筋を切断し、削孔後に騒音と振動を抑えた
制御発破により、上部から順次撤去する

当初計画

非出⽔期

２９

第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

平成26年度

コンクリート切断工法
＋静的破砕工法

②非出⽔期

①出⽔期

発破工法の⾒直し平成25年度倒壊発破
の 実 績 を 踏 ま え 、
発 破 工 法 を ⾒ 直 す

倒壊発破を実施するためP5の門柱上部を撤去する
国道への飛散を防止するためP1の門柱上部を撤去する

P5 P1

３０



第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

平成27年度

出⽔期

管理橋5径間を撤去する

３１

発破工法の⾒直し

第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

平成27年度

非出⽔期

P5を倒壊発破で倒し撤去する

P5P6

３２

発破工法の⾒直し



第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

平成27年度

非出⽔期
P4

P4を倒壊発破で倒し撤去する

３３

発破工法の⾒直し

第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

平成27年度

非出⽔期
P3

P3を倒壊発破で倒し撤去する

３４

発破工法の⾒直し



第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

平成27年度

非出⽔期
P6 P2

P2、P6を倒壊発破で倒し撤去する

３５

発破工法の⾒直し

第４段階 ◆平成２7年度◆ 左岸門柱・管理橋撤去

右岸
（県道）

左岸
（国道）

第４段階完了
平成27年度

３６

発破工法の⾒直し



【課題】
水中部撤去
河川切り替え

みお筋部撤去⼿順の詳細は第8回フォローアップ専門委員会で説明

ダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事についてダム本体撤去工事について

３７

今後今後今後今後の予定の予定の予定の予定

【ダム本体撤去工事について】
・現況の報告（第６回委員会〜現在）

・今後の予定
【撤去関連工事について】
・現況の報告（第6回委員会〜現在）

３８



【H25年度 関連工事実施箇所】

②②②②

③③③③

④④④④

①①①①

撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

３９

現況報告現況報告現況報告現況報告

①荒瀬ダム堆砂除去⼯事

葉⽊橋

国道２１９号

県道中津道八代線

工事進入路

施工箇所：佐瀬野地区
工期：H25.11〜H26.3
概要：泥⼟撤去 10,500m3

砂礫撤去 25,000m3※

（※一部、ダム本体工事の作業ヤード仮設材に利⽤）

堆砂除去個所

汚濁防止膜

撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

４０

現況報告現況報告現況報告現況報告



②層状に堆積する泥⼟
（シルト）を除去

水位低下装置設置後の水位
水位が下がることで陸上施工の
範囲が広がった。

H24年度に実施した場合は、
水中施工が必要

水位低下装置設置前の水位

a

a a’

①泥⼟（シルト）の上
に堆積する砂礫を除去

葉⽊橋

a’

a

ダム撤去ヤード
整備に利⽤

①荒瀬ダム堆砂除去⼯事
撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

４１

現況報告現況報告現況報告現況報告

４２

撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

左岸（国道２１９号）から撮影下流から撮影

右岸から撮影

現況報告現況報告現況報告現況報告



②県道中津道⼋代線道路嵩上⼯事

道路の嵩上げ(河川外）

痕跡水位

⺠地 道路

施工箇所：下鎌瀬地区
工期：H25.11〜H26.6
概要：道路嵩上、舗装 L=400m

（施工中）

撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

４３

現況報告現況報告現況報告現況報告

道路

鉄筋

施工箇所：三坂地区
工期：H25.11〜H26.2
概要：護岸補強 L=150m

（鉄筋挿入）

③中津道⼋代線路側構造物補強⼯事（その１）
撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

４４

現況報告現況報告現況報告現況報告



③中津道⼋代線路側構造物補強⼯事（その２）

施工箇所：葉⽊地区
工期：H25.11〜H26.3
概要：根継工 L=200m

吹付工 L=200m

県道

撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

４５

現況報告現況報告現況報告現況報告
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④国道２１９号路側構造物補強⼯事
施工箇所：与奈久地区
工期：H25.11〜H26.２
概要：根継工 L=50m

撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

４６

現況報告現況報告現況報告現況報告



④国道２１９号路側構造物補強⼯事（その２）
撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について撤去関連工事について

４７

現況報告現況報告現況報告現況報告

施工箇所：川嶽地区
工期：H26.3〜H26.5
概要：コンクリートマット工 L=120m

（施工中）

国道

議題３
環境モニタリング調査
について

４８



【環境モニタリング調査結果】
・平成２５年度調査結果報告

【環境モニタリング調査計画】
・平成２６年度調査計画

４９

� 平成２５年４月～平成２６年３月まで調査を実施した項目は以下のとおり。

平成２５年度の調査項目

第７回委員会の報告内容

詳細は�説明資料１８～20頁

５０

植  物
（付着藻類）
動  物

（底生動物、重要な種）
動  物

（魚  類）

項
目

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル

項
目

リ
ー

チ
ス
ケ
ー

ル

物理環境の定期モニタリング

植  物
（ベルトトランセクト）

下代瀬採餌場産卵場調査

工
事
関
連
項
目

粉じん

騒  音
（特定建設作業、発破作業）

振  動
（特定建設作業、発破作業）

基
礎
項
目

水  象
（流  量）
河川形状

（横断・深浅測量、平面測量）
基盤環境の変遷

（空中写真、定点風景、河床撮影）
底  質

（粒度組成）
基盤環境の変遷

（河川物理環境情報図）
水  質

（常時、定期、出⽔期）



平成25年度の流況
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注1：瀬戸石ダムの流量は速報値（出典：電源開発南九州電力所提供資料）

注2：荒瀬ダム流量は、瀬戸石ダム放流量及び流入量からの換算値

注3：横石の流量は速報値（出典：国土交通省八代河川国道事務所提供資料）

注4：雨量は神瀬観測所の速報値（出典：国土交通省水文水質データベース）
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� 平成２５年度の出水状況は、2千m3/s台が2回、1千m3/s台が１回であった。

当年度最大の９月の出水は直近１０年間で２番目に小さい規模であった。
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詳細は�説明資料２１頁

10月 11月 12月 H26年1月 2月 3月

出水時調査２
10月25日12時～

25日19時

５１

� ダム下流区間の河川形状（縦断）で、⼤きな変化は⾒られない。

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

【荒瀬ダム下流】

河川形状（縦断）

５２

詳細は�説明資料２４頁



� ダム上流区間の河川形状（縦断）では、⽀川合流部での河床変動がみられる。
ダム直上流や葉⽊地区の河床変動は工事による影響を含む。

河川形状（縦断）

【荒瀬ダム上流】

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

５３

詳細は�説明資料２５頁

� 工事⽤道路(19k8)の左岸部の堆積は、H24
に設置した工事⽤道路の流出等も要因。

河川形状（横断）

【荒瀬ダム下流】
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平成25年度（県）
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： 堆積

： 洗掘

H24工事⽤道路の設置

19ｋ800

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

５４

詳細は�説明資料２８頁



【荒瀬ダム上流】

鎌瀬川
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� 鎌瀬川合流部付近で洗掘し、本川下流で堆積・洗掘。
⽀川合流部に堆積していた⼟砂が、出水等により流下。

河川形状（横断）
平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

５５

詳細は�説明資料２９頁

【荒瀬ダム上流】

� ⻄鎌瀬24k16〜25k31は、毎年変化。
毎年の出水規模の違いに対応して変化。

10

15

20

25

30

35

40

45

-50 0 50 100 150 200

標
高

(T
P
.m

)→

距離(m)→

測点No.21 （25k160）

元河床

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

： 堆積

： 洗掘

10

15

20

25

30

35

40

45

-50 0 50 100 150 200

標
高

(T
P
.m

)→

距離(m)→

測点No.19 （24k660）

元河床

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

： 堆積

： 洗掘

10

15

20

25

30

35

40

45

-50 0 50 100 150 200

標
高

(T
P

.m
)→

距離(m)→

測点No.17 （24k160）

元河床

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

： 堆積

： 洗掘

25ｋ160

24ｋ660

24ｋ160

25ｋ160

24ｋ66024ｋ160

河川形状（横断）
平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

５６

詳細は�説明資料３０頁



【荒瀬ダム上流】
� 百済⽊川では「みお筋」の形成。
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河川形状（横断）
平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

５７

詳細は�説明資料３１頁

【ダム下流域】
河川形状（⼟砂変動量）� 遙拝堰湛水区間9k〜12k2は、増加と減少を交互に繰り返し。

� ダム直下流17ｋ8〜19k8は、洗掘・堆積。沈下橋(18k2)の撤去や
工事⽤道路(19k8)の影響等のほか、自然の作⽤により変化。

H20.３⽉→H22

H20.３⽉→H25

H22→H23

H23→H24

遥拝堰 横石 下代瀬 坂本橋 道の駅坂本

H24→H25

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

５８

詳細は�説明資料３２頁



【ダム上流域】
河川形状（⼟砂変動量）

� ⽀川合流部(鎌瀬川23k8、市ノ俣川26k、明神谷27k4)は、
合流部付近で洗掘し、本川下流で堆積・洗掘。⽀川合流部
に堆積していた⼟砂が、出水等により流下。

H20.３⽉→H22

H22→H23

H23→H24

H24→H25

葉⽊ 与奈久 ⻄鎌瀬 瀬⼾石ダム下流

H20.３⽉→H25

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

５９

詳細は�説明資料３３頁

河川形状（⽀川からの⼟砂流出）

平成24年7⽉崩壊箇所

堆積箇所

市ノ俣川

球磨川

平成23年11⽉撮影 平成24年7月撮影

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

第5回委員会資料再掲

６０



河川形状（⽀川からの⼟砂流出）
� 市ノ俣川では、上流区間の⼭腹崩壊がみられ、本川への流出⼟砂が増加。

⼭腹崩壊

市ノ俣川

荒瀬ダム

⻄鎌瀬

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

第5回委員会資料再掲

６１
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累
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砂
量
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３
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経過年

累計堆砂量
累計堆砂量（除却無）

平成平成平成平成25年度年度年度年度モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果モニタリング調査結果

� 自然の作⽤による年排砂
量が多く、除去量も多
かったため、累積堆砂量
が減少。

� 除去量以外に約7.5万m3
が自然に流下している。
この多くは前年H24に⼭
腹崩壊等で堆積していた
⼟砂の一部流下が要因。

６２

詳細は�説明資料２３頁



航空写真、定点写真による比較航空写真、定点写真による比較航空写真、定点写真による比較航空写真、定点写真による比較

� 水位低下装置による水位低下後、第2流水回復区間で砂州の出現や瀬の形成が見ら
れ、ダム建設前の河川地形が回復しつつある。

平成平成平成平成25252525年年年年8888月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）

荒瀬ダム

放水路

百済木川

葉木橋

百済木川

葉木橋

平成平成平成平成25252525年年年年8888月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）月（水位低下装置による水位低下後）

詳細は�説明資料４３～４９頁

６３

第6回委員会資料再掲

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））

水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小又瀬付近

荒瀬ダム

葉木橋

詳細は�説明資料４３頁

６４－１

第6回委員会資料再掲

第２流⽔回復区間



水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））
葉
木
橋

葉
木
橋

葉
木
橋

葉
木
橋

地元地元地元地元のののの方方方方がががが記憶記憶記憶記憶をををを辿辿辿辿りりりり
作成作成作成作成されたされたされたされた絵地図絵地図絵地図絵地図

水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小又瀬付近

荒瀬ダム

葉木橋

詳細は�説明資料４３頁

６４－２

第6回委員会資料再掲

第２流⽔回復区間

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））
葉
木
橋

葉
木
橋

葉
木
橋

葉
木
橋

地元地元地元地元のののの方方方方がががが記憶記憶記憶記憶をををを辿辿辿辿りりりり
作成作成作成作成されたされたされたされた絵地図絵地図絵地図絵地図水位低下後水位低下後水位低下後水位低下後（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年８８８８月月月月））））

水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小又瀬付近

荒瀬ダム

葉木橋

詳細は�説明資料４３頁

６４－３

第6回委員会資料再掲

第２流⽔回復区間



水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））
葉
木
橋

葉
木
橋

葉
木
橋

葉
木
橋

地元地元地元地元のののの方方方方がががが記憶記憶記憶記憶をををを辿辿辿辿りりりり
作成作成作成作成されたされたされたされた絵地図絵地図絵地図絵地図水位低下後水位低下後水位低下後水位低下後（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年８８８８月月月月））））

水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小又瀬付近

荒瀬ダム

葉木橋

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前
（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年６６６６月月月月１０１０１０１０日日日日））））

水位低下後水位低下後水位低下後水位低下後
（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年１０１０１０１０月月月月１８１８１８１８日日日日））））

詳細は�説明資料４３頁

６４－４

第6回委員会資料再掲

第２流⽔回復区間

水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小石の瀬付近

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））

詳細は�説明資料４７頁

６５－１

第6回委員会資料再掲

第１､第２流⽔
回復区間境界



水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小石の瀬付近

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））地元地元地元地元のののの方方方方がががが記憶記憶記憶記憶をををを辿辿辿辿りりりり
作成作成作成作成されたされたされたされた絵地図絵地図絵地図絵地図

詳細は�説明資料４７頁

６５－２

第6回委員会資料再掲

第１､第２流⽔
回復区間境界

水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小石の瀬付近

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））地元地元地元地元のののの方方方方がががが記憶記憶記憶記憶をををを辿辿辿辿りりりり
作成作成作成作成されたされたされたされた絵地図絵地図絵地図絵地図
水位低下後水位低下後水位低下後水位低下後（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年８８８８月月月月））））

詳細は�説明資料４７頁

６５－３

第6回委員会資料再掲

第１､第２流⽔
回復区間境界



水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小石の瀬付近

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年11月月月月））））地元地元地元地元のののの方方方方がががが記憶記憶記憶記憶をををを辿辿辿辿りりりり
作成作成作成作成されたされたされたされた絵地図絵地図絵地図絵地図
水位低下後水位低下後水位低下後水位低下後（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年８８８８月月月月））））

水位低下前水位低下前水位低下前水位低下前（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年６６６６月月月月１０１０１０１０日日日日））））

水位低下後水位低下後水位低下後水位低下後（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年１０１０１０１０月月月月１８１８１８１８日日日日））））

小石小石小石小石のののの瀬瀬瀬瀬

詳細は�説明資料４７頁

６５－４

第6回委員会資料再掲

第１､第２流⽔
回復区間境界

水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較水位低下前後の比較

小石の瀬付近

水位低下後水位低下後水位低下後水位低下後（（（（平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年６６６６月月月月１７１７１７１７日日日日））））

詳細は�説明資料４７頁

６６

第6回委員会資料再掲



� 荒瀬ダム上流及び直下流では、６月の第２次水位低下以降に60％代表粒径が従来

よりも大きくなっている。

底 質

遙拝堰

湛水区間

下流

流水区間

減水

区間

第２流水

回復区間

第１流水

回復区間

上流

流水区間
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】
6
0
%
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表
粒

径
（
m

m
）

距離標（km）

遙拝堰 荒瀬ダム 瀬戸石ダム

平均値の６０％代表粒径
H15.2（国）

H17.3（国）

H16.11（県）

H23.1（県）（ゲート開放後）

H23.12～H24.1（県）

H25.1～2（県）

H26.1（県）（水位低下装置設置後）

荒瀬ダム
遥拝堰
湛水区間

下流
流水区間

第２流水
回復区間

減水
区間

第１流水
回復区間

上流
流水区間

（水位低下操作後）
６⽉

６７

詳細は�説明資料５３頁

【凡例】
：H26.1に過去の変動域
を大きく超えた点

：仮設、掘削による変化を
受けた点
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⽔質（常時観測））））

� 平成25年度は、6月、12月、3月において、道の駅坂本の濁度が瀬戸石ダム下流よ

り高い期間があった。工事の影響によるものと考えられるが、汚濁防止対策等に

より環境基準(SS25mg/Lの濁度換算値36.4FTU)以下に抑えられた。

荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム下流濁度

道の駅坂本濁度

横石濁度

３地点の濁度の比較（拡大） 12⽉

３⽉

２５

２０

１５

１０

５

０

３０

３５

４０

２５

２０

１５

１０

５

０

３０

３５

４０

６⽉

作業ヤードの造成

作業ヤードの撤去荒瀬ダム上流の水位低下操作

２５

２０

１５

１０

５

０

３０

３５

４０

36363636....4444FTUFTUFTUFTU （（（（SSSSSSSS 25252525mg/Lmg/Lmg/Lmg/Lの換算値の換算値の換算値の換算値））））

36363636....4444FTUFTUFTUFTU （（（（SSSSSSSS 25252525mg/Lmg/Lmg/Lmg/Lの換算値の換算値の換算値の換算値））））36363636....4444FTUFTUFTUFTU （（（（SSSSSSSS 25252525mg/Lmg/Lmg/Lmg/Lの換算値の換算値の換算値の換算値））））

６８

詳細は�説明資料５６～５７頁



⽔質（定期観測）
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水質定期調査（BOD）
荒瀬ダム直上流

瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）

道の駅坂本

環境基準Ａ類型

2mg/L以下

ゲート開放（H22.4） 水位低下装置設置（H25.6）
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水質定期調査（SS） 荒瀬ダム直上流

瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）

道の駅坂本

環境基準Ａ類型

25mg/L以下

ゲート開放（H22.4） 水位低下装置設置（H25.6）
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荒瀬ダム流量（日平均流入量）
ゲート開放（H22.4） 水位低下装置設置（H25.6）

� 環境基準内（河川A類型）で、ほぼ安定的に推移している。

第１次水位低下（H22.4) 水質定期調査（BOD)

水質定期調査（SS)

荒瀬ダム流入量（⽇平均流入量)

荒瀬ダム直上流

瀬戸石ダム下流

破木橋（百済木川）

道の駅坂本

第2次水位低下（H25.6)
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詳細は�説明資料５８～６０頁

第１次水位低下（H22.4)

第１次水位低下（H22.4)

第2次水位低下（H25.6)

第2次水位低下（H25.6)

� 荒瀬ダム上下流のSSの動きに差はなく、荒瀬ダム貯水池の堆積土砂の影響は

見られなかった。

水質（出水時調査［水質（出水時調査［水質（出水時調査［水質（出水時調査［SS］）］）］）］）

３地点の３地点の３地点の３地点のSSの比較の比較の比較の比較
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荒瀬ダム流量

瀬戸石ダム下流濁度

道の駅坂本濁度

横石濁度

７０

詳細は�説明資料６１～６２頁



瀬戸石ダム下流
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� 粒度分布も地点別・時間別で大きな変化は見られなかった。

水質（出水時調査［粒径］）水質（出水時調査［粒径］）水質（出水時調査［粒径］）水質（出水時調査［粒径］）

３地点の粒径の比較３地点の粒径の比較３地点の粒径の比較３地点の粒径の比較

瀬戸石ダム下流

道の駅坂本

横石

【【【【平成平成平成平成25年年年年6月月月月25日日日日】】】】
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詳細は�説明資料６１～６２頁

60%粒径の時系列変化
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詳細は�説明資料６３頁

� 平成２５年濁度の分布は、平成２４年の分布範囲内にほぼ収まっている。

流量流量流量流量と濁り［濁度、と濁り［濁度、と濁り［濁度、と濁り［濁度、SS負荷量］の負荷量］の負荷量］の負荷量］の相関性相関性相関性相関性

平成２４年データ

平成２５年データ
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1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

1.E+07

1.E+01 1.E+02 1.E+03 1.E+04

SS
流

下
量

（g
/s

）

荒瀬ダム流量（m3/s）

H24.6～H24.12

H25.6～H25.12

(10,000,000)

(1,000,000)

(100,000)

(10,000)

(1,000)

(100)

(10) (100) (1,000) (10,000)

S
S

流
下

量
（
ｇ
／

ｓ
）

荒瀬ダム流量（ｍ３／ｓ）



 

0.0E+00

1.0E+06

2.0E+06

3.0E+06

4.0E+06

5.0E+06

6.0E+06

7.0E+06

8.0E+06

9.0E+06

1.0E+07

春 冬

細
胞

数
密

度
（
C

e
lls

/
c
㎡

）

藍藻綱 珪藻綱 緑藻綱

今
後
調
査

詳細は�説明資料６５頁

� H25年6月の荒瀬ダム上流の水位低下操作により、第２流水回復区間が流水環境に

変化し「⑦与奈久」では、これまで低かった細胞数密度がH25冬季調査では増加

し、他の流水区間並みの数値に達していた。
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⑦与奈久
付着藻類の細胞数密度
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詳細は�説明資料６６頁

� H25年6月の第２次水位低下により第２流水回復区間の与奈久では流速が増加

し、ダム湛水時に河床の石礫上に堆積した微細土砂が洗い流された。
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微細土砂が減少微細土砂が減少微細土砂が減少微細土砂が減少

【【【【平成平成平成平成25年度年度年度年度】】】】

【【【【平成平成平成平成24年度年度年度年度】】】】
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⑦与奈久
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⑤道の駅坂本 ⑥荒瀬ダム

百済木川流入部

⑦

葉木

⑧

与奈久

⑨西鎌瀬 ⑩瀬戸石

ダム下流

減水区間 百済木川

流水回復区間

第２流水

回復区間

第１流水

回復区間

上流

流水区間

種
数

【冬季】 三岐腸目 原始紐舌目 盤足目 基眼目 マルスダレガイ目 イトミミズ目
ツリミミズ目 吻蛭目 無吻蛭目 ダニ目 カイミジンコ目 ヨコエビ目
ワラジムシ目 エビ目 カゲロウ目 トンボ目 カワゲラ目 カメムシ目
ヘビトンボ目 アミメカゲロウ目 トビケラ目 ハエ目 コウチュウ目 被喉綱

：湛水状態の時期

詳細は�説明資料６７頁

� 第２流水回復区間（⑦葉木、⑧与奈久）では、第２次水位低下以降に流水環境に

回復し、瀬や淵、水際の浅瀬など多様なハビタットが形成され、冬季調査結果で

は種数が増加した。

� 上流の流水区間と比較しても、近い種数を示している。

底生動物

多様なハビタット形成
による種数の増加

７５

詳細は�説明資料６７頁

� 第２次水位低下により、荒瀬ダム上流の第２流水回復区間（⑦葉木、⑧与奈久）

では、広く瀬が形成され流水性の種が増加しており、流水環境への変化が見られ

る。

底生動物底生動物底生動物底生動物
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①遙拝堰 ②横石 ③下代瀬 ④坂本橋 ⑤道の駅坂本 ⑥荒瀬ダム

百済木川流入部

⑦
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⑧

与奈久

⑨西鎌瀬 ⑩瀬戸石

ダム下流

遙拝堰
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第１流水
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上流

流水区間

種
数

流水性 止水性 不明
：湛水状態の時期

【冬季】

流水性の種の増加

H25.6.4低下前

シロハラコカゲロウシロハラコカゲロウシロハラコカゲロウシロハラコカゲロウ エルモンヒラタカゲロウエルモンヒラタカゲロウエルモンヒラタカゲロウエルモンヒラタカゲロウ

流水性の種H26.1.29低下後与奈久

７６



<< 平成平成平成平成25年度の調査年度の調査年度の調査年度の調査結果結果結果結果>>

底生動物（重要な種）について

ウスイロオカチグサ
（H２５年度荒瀬ダム環境モニタリング等業務委託報告書より）

７７

詳細は�説明資料６８頁

� 平成２５年度の魚類相について特徴的な変化は見られない。

� 平成２５年６月の第２次水位低下による大きな変化は認められない。
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上流
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種
数

【夏季】 純淡水魚 回遊魚：湛水状態の時期

魚類調査
：湛水状態の時期
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出水や荒瀬ダム撤去（水位低下装置設置等）による土砂流下が、荒瀬ダム下流の
物理環境に及ぼす影響を素早く感知（把握）するため、荒瀬ダム直下での２測線で
実施。

コドラート①

コドラート②

コドラート①

コドラート②

１９／０００

１９／６００

詳細は�説明資料６９～７１頁

７９

基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

詳細は�説明資料６９頁基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

� 平成26年3月の横断形状では、19k0の右岸で堆積傾向。

横断形状（横断形状（横断形状（横断形状（19k0））））
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詳細は�説明資料７０頁基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

� ダム直下流の19ｋ6及び蛇行部外岸側の19ｋ0左岸で少し粗粒化が認められる。

� 蛇行部内岸側の19k0右岸で平成26年3月に顕著な細粒化の傾向が見られる。
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１９ｋ０００１９ｋ０００１９ｋ０００１９ｋ０００ 左岸側左岸側左岸側左岸側 １９ｋ０００１９ｋ０００１９ｋ０００１９ｋ０００ 右岸側右岸側右岸側右岸側

【線格子法】
荒瀬ダム

１９ｋ０１９ｋ０１９ｋ０１９ｋ０

１９ｋ６１９ｋ６１９ｋ６１９ｋ６

H26.3.6

H26.3.6

H26.3.6

詳細は�説明資料７１頁基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）基盤環境（物理環境の定期モニタリング）

� ダム直下流の19ｋ6及び蛇行部外岸側の19ｋ0左岸で少し粗粒化が認められる。

� 蛇行部内岸側の19k0右岸で平成26年3月に顕著な細粒化の傾向が見られる。

１９ｋ０００左岸１９ｋ０００左岸１９ｋ０００左岸１９ｋ０００左岸（コドラート①（コドラート①（コドラート①（コドラート① ））））
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１９ｋ６００右岸（１９ｋ６００右岸（１９ｋ６００右岸（１９ｋ６００右岸（コドラート①コドラート①コドラート①コドラート① ））））
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詳細は�説明資料８０頁下代瀬採下代瀬採下代瀬採下代瀬採餌場餌場餌場餌場産卵場調査産卵場調査産卵場調査産卵場調査 アユの産卵場環境アユの産卵場環境アユの産卵場環境アユの産卵場環境

� 瀬付け箇所、瀬付け以外の箇所ともに、第1～4回で大きな変化なし。
� 瀬付け箇所は貫入度が10.7～15.8cmと高く、瀬付け以外の箇所は3.0～4.8cmと低

く、その状態が継続。

調査道具（シノ）調査状況

８３

詳細は�説明資料８２頁下代瀬採下代瀬採下代瀬採下代瀬採餌場餌場餌場餌場産卵場産卵場産卵場産卵場 アユの採餌場環境アユの採餌場環境アユの採餌場環境アユの採餌場環境

� 変動範囲は、春季が-0.03～1.07、夏季が7.51～11.38、秋季が-1.40～3.26。

採餌場環境調査（一次生産力）

８４

検討対象値として
今回は除外



詳細は�説明資料７３～７６頁植物（ベルトトランセクト）

� 荒瀬ダム上流では、水位低下により水際の植生の一部が湿性から中性の植物
に変化したと思われる。

� 一部では木本類が確認されており、一般的な河岸の状態への変化が進行して
いると思われる。

中
性
に
変
化

８５

詳細は�説明資料８３頁大気汚染（粉じん等）大気汚染（粉じん等）大気汚染（粉じん等）大気汚染（粉じん等）

� 参考基準値10t/km2/月以下で推移。
� 工事中が高くなっているが、工事中の散水等の対策によって参考値以下に抑えら

れた。
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詳細は�説明資料８４頁騒 音
� 環境騒音は、工事施工前後で大きな変化なし。
� 特定建設作業騒音は、基準値85dB(A)以下。
� 発破騒音は、管理値96dB(A)以下。  
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詳細は�説明資料８５頁振 動
� 環境振動は、工事施工前後で大きな変化なし。
� 特定建設作業振動は、基準値75dB以下。
� 発破振動は、管理値75dB以下。

 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

H23.12.28 H24.3.15 H24.11.6 H25.2.27 H25.3.14 H25.11.8 H25.11.12 H26.2.20

振
動

レ
ベ

ル
：
d
B

St.1地点 St.2地点

工事施工前 工事施工中

規制基準：75dB

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

H23.12.28 H24.3.15 H24.11.6 H25.2.27 H25.3.14 H25.11.8 H25.11.12 H26.2.20

振
動

レ
ベ

ル
：
d
B

St.1地点 St.2地点

管理基準：75dB

30 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

H25.9.11 H26.1.27 H26.1.31 H26.2.7 H26.2.10 H26.2.20

振
動

レ
ベ

ル
：
dB

St.1地点 St.2地点

環境振動 

特定建設作業振動 

発破振動 

８８



【モニタリング調査結果】
・平成２５年度調査結果報告

【モニタリング調査計画】
・平成２６・２７年度調査計画

８９

平成２６・２７年度の調査項目 詳細は�説明資料８７～１０７頁

９０

　

        
        

        
        

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事 第１段階 河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事 第２段階 河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事 第３段階 河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事 第４段階 河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事 第５段階 河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事 第６段階 河川内工事河川内工事河川内工事河川内工事

基盤環境の変遷
（空中写真撮影）

－ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ●

植物相 － 春、夏、秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①
(遥拝堰除く)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

植物（重要な種） － 春、夏、秋 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

既往調査結果整理 － 不定期

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

底生動物
（重要な種）

－ 初夏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥類 －
春、初夏
秋、冬

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

既往調査結果整理 － 不定期

19k0

19k6

植物 ベルトトランセクト － 秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○又は－：調査　　●又は…：必要に応じて調査　　※：植物相の調査の中で確認

調査実施済みの項目は赤字で示す

調査地点

①： 遙拝堰、下代瀬、道の駅坂本、荒瀬ダム百済木川流入部、西鎌瀬（鎌瀬、藤ノ瀬、宮瀬付近）

②： 坂本橋、横石

③： 与奈久（湯の瀬付近）、葉木（小股の瀬）
④： 瀬戸石ダム下流

○○○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

撤 去 工 事 計 画

（H23年度） １年目（H24年度） ２年目（H25年度） ３年目（H26年度）

11 3 11 3

４年目（H27年度） ５年目（H28年度） ６年目（H29年度） （H30年度）

11 3 11 3 11 3 11 3 11 3

調査地点

基
礎
項
目

水象 流量 常時

基盤環境

河川形状
（横断・深浅測量）

－ 出水期後

河川形状
（平面測量）

－ 出水期後

基盤環境の変遷
（定点風景・河床撮影）

－ 出水期後

基盤環境の変遷
（河川物理環境情報図）

①
(遥拝堰除く)

出水期後

②

③

④

底質

粒度組成 － 出水期後

既往調査結果整理 － 不定期

水質

常時観測
ｐH、濁度、 DO、

水温
常時

定期観測
pH、濁度、DO、BOD、

TN、TP、水温、SS 他
毎月１回

既往調査結果整理 不定期

出水時調査
濁度、SS、DO、
粒度組成

毎年１出水 ○ ○ ○

植物

付着藻類 春、冬

○

動物

底生動物 春、冬

○

魚類

○ ○ ○

春、夏、秋

○

リ
ー
チ
ス

ケ
ー
ル
項
目

基盤環境

定期モニタリング ○

セ
グ
メ
ン
ト
ス
ケ
ー
ル
項
目

下代瀬餌場産卵場環境 下代瀬 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

工
事
関
連

項
目

大気
汚染

粉じん等 工事期間中

騒音 建設機械の稼動 工事期間中 ○

○ ○

○ ○ ○ ○

振動 建設機械の稼動 工事期間中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○ ○

出出出出 水水水水 期期期期

河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

水位低下設備
管理橋撤去（右岸）

右岸門柱撤去 右岸みお筋部撤去 右岸部撤去
管理橋撤去（左岸）

左岸門柱撤去 左岸部撤去

出出出出 水水水水 期期期期

河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

出出出出 水水水水 期期期期

河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

出出出出 水水水水 期期期期

河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

出出出出 水水水水 期期期期

河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

出出出出 水水水水 期期期期

河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

出出出出 水水水水 期期期期

河川外工事河川外工事河川外工事河川外工事

出出出出 水水水水 期期期期

● ● ● ●

水位低下設備の設置
ゲート撤去着手

右岸門柱の撤去

右岸みお筋部の撤去
ゲート撤去完了

右岸部の撤去

左岸門柱の撤去 左岸部の撤去
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水位低下設備設置後
（水位低下）

右岸みお筋部撤去後

前倒し調査

●

前倒し調査

H27年の予備調査

4 5 6 7 8 9 10 12 1 2 4 5 6 7 8 9 10 12 1 2

付着藻類 春、冬 〇 〇 〇 〇

植物（重要な種） 春、夏、秋 ※ ※ ※

既往調査結果整理 不定期

魚類 春、夏、秋 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○又は－：調査　　●又は…：必要に応じて調査　　※：植物相の調査の中で確認

動物 ● ○ ○ ○ ○

調査項目
H26年度

11 3

植物相 春、夏、秋

鳥類
春、初夏、
秋、冬

既往調査結果整理 －

H27年度

11 3

植物

○ ○ ○
前倒し調査

前倒し調査

H27年の予備調査



詳細は�８７～１０７頁

� H26は、ダム上下流で植物相調査を前倒しで実施予定

� また、ダム上流の第2流水回復区間で鳥類の予備調査を実施予定

 ②②②②    

①①①①    

①①①①    

①①①①    

②②②②    

③③③③    

 ①①①①    

①①①①    

③③③③    

④④④④    

H26年度 調査地点図（測量以外）

空中写真撮影

平成２６・２７年度の調査項目

９１

� 出水後の河床形状については、早期に対応が可能なモニタリング
を実施し、ダムからの⼟砂流下や河床状況、ダム上流の堆積状況
等を早期に把握する。

� その後、⼤きな変化がみられた場合には、水面下も含め詳細な測
量を実施する。

 
【出水後（平水位に低下後）】 

・ 測量機能付河川監視カメラ撮影 
（ダム直上下流撮影、陸上部測量） 

・ 定点写真撮影（着目地点） 

【出水後（次の出水までに）】 

・ 詳細な測量の実施 
（横断測量・深浅測量） 

大きな変化が 

みられた場合 

 
調査方法 調査の視点 調査地点 

測量機能付河川 

監視カメラ撮影 

出水前後の河床状況を撮影し、急激な土砂

流下や異常な堆積等を把握する。 

・ダム地点直上流 

・ダム地点直下流 

定点写真撮影 
出水後の定点風景を撮影し、砂州や河道状

況の変化を把握する。 

・定期モニタリングの定点風景撮影

位置より着目地点を選定 

横断測量・深浅測量 
土砂流下や河床状況に大きな変化がみられ

た場合、土砂堆積状況を把握する。 

・物理環境の定期モニタリング地点 

 （19/000 地点、19/600 地点） 

・顕著な河床変化が見られた地点 

モニタリング手法モニタリング手法モニタリング手法モニタリング手法

モニタリング
河川形状モニタリング計画（案） 第5回委員会資料再掲

９２



� 蓄積されたデータをもとに、撤去手順や出水状況に応じた河道形状の時系列変化等

を整理するとともに、今後の予測等を踏まえ分析・評価を行う。

分析・評価データ集（速報版）で整理する内容分析・評価データ集（速報版）で整理する内容分析・評価データ集（速報版）で整理する内容分析・評価データ集（速報版）で整理する内容

項 目 内 容 

撤去段階の時点 調査時点の撤去状況を模式図で整理 

出水状況 出水規模等がわかるように流量ハイドログラフを整理 

河床縦横断変化図 河床高の重ね合わせ図、前回調査からの変動高（差分）等を整理 

出水前後の写真 定点写真より出水前後の風景写真を整理 

 

分析・評価データ集（速報版）の作成

各年における出水後の土砂流出状況について、出水後のモニタリング結果を早
急に整理し、分析・評価データ集（速報版）として、各委員をはじめとする関
係者間でデータを共有する。

分析・評価

平面２次元河床変動解析による予測

各撤去段階に応じたダム周辺の河床変動予測を行う事で、今後の出水後を対象
とした河川形状モニタリング結果の分析・評価を行う上での参考とする。

９３

基礎データ蓄積
（測量カメラ撮影）

� 定期、出水期（出水後）モニタリングを踏まえ、モニタリン
グ結果やダム直上下流の河床（砂州等）状況、河川風景写真
等の基礎データを蓄積する。

９４



� 蓄積されたデータは、情報発信を行うとともに、実績の検証や

今後の予測等、荒瀬ダム撤去に関わる分析・評価に用いる。

河川定点写真の河川定点写真の河川定点写真の河川定点写真の整理整理整理整理

HP公開

９５

基礎データ蓄積
（定点写真）

速報値

９６


